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定されます。  さらに、ヘリコプターと 踏 査 に
よる山頂付近の観察から、火口近傍では火山灰
が最大35cm堆積し、火山弾や大きな岩塊が火
口から北方向1.3kmにまで確認されました。
の粒子は含まれていませんでした(写真3)。変
質粒子が火山灰試料のほとんどを占めるという
特徴は水蒸気噴火に特有です。水蒸気噴火は熱
せられた地下水が周囲の岩石を壊すことで発生
する現象であり、2011年霧島新燃岳噴火など
で発生した「マグマ噴火」とは異なるものです。
水蒸気噴火の対策に向けて
　御嶽山2014年水蒸気噴火は小規模だったに
も関らず多数の被害者を出ました。それは登山
者が多い「晴天の週末の昼間」に噴火が発生し
たことで被害が拡大した理由です。
　水蒸気噴火はマグマ上昇を伴わないため、噴
火前の傾斜変動が小さくなります。現在の火山
観測体制は傾斜変動が比較的大きく出現するマ
グマ噴火を前提として整備されたものであるた
め、水蒸気噴火対策には不十分です。そこで、
登山客や観光客が多い火山については、より小
さな前駆的現象をとらえる火口近傍の高精度観
測体制の整備やそのデータ解釈の情報を周囲に
知らせる仕組みが有効でしょう。また、噴火発
生時に逃げ込めるようなシェルターを設置する
ことも重要です。そして、前駆的現象をとらえ
るだけでなく、正しく解釈するために、水蒸気
噴火のさらなる理解が必要なのは言うまでもあ
りません。
　最後になりましたが、御嶽山2014年噴火の
犠牲者の方々にご冥福をお祈りするとともに、
被害に遭われたすべての方々にお見舞い申し上
げます。私たちは尊い犠牲に報いるためにも、
火山防災・軽減を実現しなくてはなりません。
写真2　降灰分布調査の様子
写真3　御嶽山2014年噴火による火山灰の実体顕微鏡写真、
横幅約1.3cm。
火山灰観察から分かったこと
　火山灰の観察から、御嶽山2014年噴火が「水
蒸気噴火」だったと分かりました。噴火に伴っ
て放出される火山灰の構成物は噴火過程を反映
しています。御嶽山2014年噴火による火山灰
に含まれる粒子は、古い岩石や変質鉱物を起源
とする「変質粒子」がほとんどで、マグマ起源
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